
湖上体験スクールアンケート調査報告 

                                             

１ アンケート結果の概略 

対象：小学生，中学生，育成会等の児童生徒保護者 事前 6756人  事後 5600人 

・霞ヶ浦に来たことがない 43％ 

・説明が分かりやすい 72％ 

・「郷土愛」“親しみを感じる”の認識変容 17％ 

・「水質汚濁環境認知」“かなりきれいにする必要がある”“きれいにする必要がある”の認識変容 28％ 

・「人間の環境への影響認知」“よごしている“”どちらかというとよごしている“の認識変容 30％ 

・「倫理観」「環境保全の態度」「自然の価値認識」「関心・有用感」変容無し 

・「環境配慮行動」の“いつもしている”“ときどきしている”の行動変容 26％ 

・行動変容の内容“節水行動”は元々高いが，“石けん等の適量使用”“食べ残しをしない”も高くなった 

 

２ アンケート結果 

 

霞ヶ浦の水のそばまで行ったことがありますか 船の上で聞いた説明はわかりやすかったですか 

 

「行ったことはない」43％。 

→湖上体験スクールで経験できた 

 
「わかりやすかった」72％ 

 →わかりやすい説明である 

事前 事後 

霞ヶ浦に親しみを（身近に）感じますか？ [郷土愛・愛着] 

「感じる」37％「どちらかというと感じる」32％ 「感じた」56％「どちらかというと感じた」30％ 

→認識の変容 17％の向上 

霞ヶ浦や身近な川の水は、どのくらいきれいであると

思いますか 

[環境認知] 

「かなりきれいにする必要がある」11％ 

「きれいにする必要がある」   25％ 

「かなりきれいにする必要がある」24％ 

「きれいにする必要がある」   40％ 

→認識の変容 28％の向上 



 

自分も、霞ヶ浦や身近な川の水をよごしていると思い

ますか？ 

[責任認知] 

｢そう思う」14％「どちらかというとそう思う」20％ ｢そう思う｣35％｢どちらかというとそう思う」29％ 

→認識の変容 30％ 

霞ヶ浦や川、そして自然について学校や家庭で話をし

ていますか 

霞ヶ浦や川、そして自然について学校や家庭で話す

ようになりましたか 

 

 

 

 

｢話をしている｣17％ 

｢少し話をしている」35％ 

｢話すようになった｣22％ 

｢どちらかというと話すようになった」33％ 

→以前より話すようになったという回答 55％ 

霞ヶ浦や川をよごさないようにするための行動をし

ていますか 

［環境配慮行動］ 

 

「いつもしている」17％ 

「ときどきしている」41％ 

 

「いつもしている」24％ 

「ときどきしている」54％ 

→行動の変容 26％の向上 

それはどのような行動ですか 

 

［実際の行動内容］ 

「節水行動」が高い 

 

「節水行動」は高いが，「石けん等の適量使用」 

「食べ残しをしない」も高くなった 


